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公民館広報紙「ちゅうこう」は、次の新聞配布所の御厚意により折り込み配布いただいています[朝日新聞広島販売㈱、中国新聞城北通り・スタジアム・若草営業所、読売センター中央・白島] 
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■中央ことぶき大学・夏の特別編 

うたごえ喫茶 OPEN! 
 

 

 
対象◆おおむね60歳以上の人

（興味があればどなたでも）。

先着50人 日時◆８月24日

㈯14:00~16:00 会場◆中央

公民館 内容◆ピアノとヴァ

イオリンの演奏、歌声タイム

「夏の思い出」「瀬戸の花嫁」 

など。喫茶コーナー（ドリンク無料）もあります   

演奏◆Riberade（リベラーデ）・小林知世さん（ピアノ）、

山本弓華さん・一喜さん（ヴァイオリン） 申込◆前日

までに電話か直接公民館へ 協力◆基町プロジェク

トもとまちカフェ 

■子どもサマースクール 

手話チャレンジ教室 

対象◆小学生(興味があればどなたでも)。先着 20 人 

日時◆８月 19 日㈪、22 日㈭10:00~11:30（1 日だけ

の参加可）内容◆手話で自己紹介、遊び、紙芝居
な 

 ど 

講師◆手話サークルかたらいの皆さん（毎週木曜日

の 19:00~21:00 中央公民館で活動） 持参物◆飲み物 

申込◆前日までに電話か直接公民館へ 

■広島市短詩型文芸大会 「短詩型文芸作品」募集 

 

 

日時◆11 月９日㈯13:00~ 会場◆中央公民館 内容◆

記念講演会、各部門別作品講評、入選発表、表彰 表彰

◆優秀作品には広島市長賞、広島市教育長賞、中央公民

館長賞を贈呈 主催◆広島市短詩型文芸大会実行委員

会、中央公民館 後援◆中国新聞社 

記念講演会 演題◆万葉集の魅力~万葉歌人の思い~ 

講師◆広島女学院大学人文学部日本文化学科教授・柚木

靖史さん 申込◆不要（当日先着 100 人まで） 

作品募集 応募資格◆広島市内に在住か通勤、通学す

る人及び広島市内で文芸活動を行っている人 募集作品

◆俳句、短歌、詩、川柳の未発表作品 記入事項◆部門、

住所、名前（ふりがな）、年齢、電話番号を楷書で記入 

締切◆9 月 30 日㈪までに郵送で中央公民館「広島市短

詩型文芸大会」係へ。（当日消印有効、ファクス不可） 

【俳句の部】 

作品◆題材自由、一人二句以内（季節は問いません） 用

紙◆所定の応募用紙かはがきに楷書で記入 選者◆木村

里風子（楓）、八染藍子（廻廊）、飯野幸雄（夕凪）、工

藤義夫（早苗）、鈴木厚子（雉）、山口美智（創生） 

【短歌の部】 

作品◆題材自由、一人一首 用紙◆所定の応募用紙かは

がきに楷書で記入 選者◆岩本幸久（白炎短歌会）、小

田好子（明日葉短歌会）、山本光珠（真珠社） 

【詩の部】 

作品◆題材自由、一人一編百行以内のものを、二編以内 

用紙◆四百字詰めＡ４判原稿用紙に楷書で記入 選者◆

北村均（広島県詩人協会）、咲まりあ（広島県詩人協会）、

万亀佳子（広島県詩人協会） 

【川柳の部】 

作品◆各題一人二句 題◆「遊ぶ」「女神」「稼ぐ」   

「態度」「射る」「視野」 用紙◆大会当日会場で配布

の句箋に清記して提出（正午から受付、提出締切午後１時

※当日欠席のときは、四百字詰めＡ４判原稿用紙に、記入事項

と各題作品を連記のうえ、10 月 31 日㈭までに郵送を） 選

者◆森﨑八重子（広島川柳会）・「遊ぶ」、浅原志ん洋（や

まなみ川柳クラブ）・「女神」、小松好子（ぐるうぷ弥生川

柳会）・「稼ぐ」、野田富江（己斐川柳会）・「態度」、温

井水鳥（きらく川柳会）・「射る」、増田マスヱ（広島川柳

会）・「視野」（選者敬称略） 

 

※ 募集要領や俳句・短歌の応募用紙は、中央公民館の

HP からダウンロードできます。 

www.cf.city.hiroshima.jp/chuo-k/ 

■ロビー展  

Sarayama Village 
フロイド・シュモーが写した広島・江波・皿山 

日時◆８月１日㈭~24日㈯ 会場◆中央

公民館 提供◆広島平和記念資料館 
 

フロイド・シュモー氏は、

アメリカ生まれの森林学者。

広島の被爆の惨状を目にし、

家を失った市民のために家

を建てました。「広島の家」

建設の様子を撮影した貴重

な写真をぜひご覧ください。 
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夏の定番「暑いねぇ」と言えば「ほんまに暑いねぇ」。    

別に言わなくてもよさそうですが、そこから会話が弾みだす

から不思議ですよね。 

最後は「お互い無理せんように…。またね！」と相手にも

自分にもやさしい言葉がかけ合えたらいいですね。 

広島市中区幟町の生家で

被爆した作家・詩人 原民喜

(1905～1951)。彼は携えて

いた手帳に記録を残し、それ

を基に小説「夏の花」等を執

筆。原爆の惨状を世に伝えま

した。 

上柳橋西詰の京橋川緑地

帯は、かつて民喜の持ち家(本

籍地)があった場所。「玄関

に佇めば庭と座敷と川が一目

に見渡せた」と作品に描かれ

ており、柳はその庭に生えて

いました。   

移りゆく街の様子を、木は

静かに見守ってきたのですね。 

（文・片山典子さん） 
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⑧ 

しい昭和歌謡や童謡をピアノとヴァイオリン

の生演奏で歌いましょう。 
懐 

 

を使って相手と話をする「手話」で、耳の     

不自由な人とお話ししてみましょう。手

頃の創作活動の成果発表の場として、誰もが参加できる大会として親しまれて

きた「短詩型文芸大会」。作品の応募と大会への参加をお待ちしています。
日

フロイド・シュモー氏（寄贈：ブルックス・アンドリュース氏） 

HP（検索：広島市中央公民館）にバックナンバーを 
掲載しています。ぜひご覧ください 


